
春の陽ざしに包まれながら、岩戸支援学校の令和7年度の新学期がスタートい
たしました。岩戸の名物でもある桜並木は、今年も見事に花を咲かせ、子どもた
ちの新たな一歩を優しく見守ってくれています。

４月７日（月）、令和７年度の始業式が行われました。新3年生、新2年生のみなさんが、新
しいクラスの仲間や先生と勉強やスポーツなど色々と挑戦する1年が始まりました。昨年度
副校長だった鈴木香子先生が今年度から新校長先生となりました。生徒に向けて「小さな
目標を持つこと」、「あいさつを頑張っていきましょう」というお話がありました。

４月７日（月）の午後、令和７年度岩戸支援学校入学式が挙行されました。新しく岩戸支援
学校に入学された31名の生徒の新しい生活が始まりました。鈴木校長先生から学校長の
言葉とクラス担任・職員の紹介と、「今日からチーム岩戸ととして、頑張っていきましょう」と
いうお話がありました。



本年度も、子どもたちの「できた」「わかった」「うれしい」があふれ
る学校づくりを目指し、保護者の皆様、地域の皆様と共に歩んで参り
ます。どうぞ変わらぬご理解とご協力を賜りますよう、よろしくお願い
申し上げます。

始業式や入学式では、少し緊張した面持ちの子どもたちも、満
開の桜に囲まれた登校のひとときの中で、次第に笑顔を見せて
くれるようになりました。校内には新しい仲間との出会いを喜ぶ
声が響き、教職員一同も心新たに、一人ひとりの成長を支えて
いこうという思いを強くしております。


